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千葉市議会議長

清野裕三
千言富市長

松井旭

発
刊
に
あ
た
り

こ
の
た
び
、
平
菜
市
議
会
で
は
広
報
紙
「
ち
ぱ
市

議
会
だ
よ
り
L
t
t
発
刊
し
、
市
民
の
皆
搬
に
お
と
ど

け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

昨
年
の
四
月
に
、
全
国
で
十
二
審
自
の
政
令
指
定

都
市
に
な
り
ま
し
た
干
葉
市
は
、
豊
か
な
二
十
一
世

紀
に
向
け
て
、
名
実
と
も
に
世
界
に
誇
れ
る
百
万
都

市
を
創
造
し
て
い
く
た
め
の
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を

き
り
ま
レ
た
。

私
ど
も
は
、
市
民
の
皆
様
の
期
待
と
信
頼
に
お
と

た
え
し
、
市
民
生
活
の
向
上
と
本
市
の
均
衡
あ
る
発

展
を
図
る
た
め
に
、
よ
り
一
層
の
努
力
を
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

と
の
『
ち
ば
市
議
会
だ
よ
り
」
は
、
定
例
会
や
臨

時
会
の
審
議
状
況
を
中
心
に
年
四
回
発
行
し
、
皆
様

に
議
会
の
活
動
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

市
議
会
へ
の
関
心
を
さ
ら
に
深
め
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
充
実
し
た
内
容
の
議
会
広
報

紙
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
渇
か
い
と

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

発
刊
に
よ
せ
て

政
令
指
定
都
市
移
行
二
年
目
を
迎
え
た
千
葉
市
は
、

首
都
機
能
の
一
翼
を
担
う
業
務
核
都
市
と
し
て
、
ま

た
国
際
情
報
部
市
と
し
て
、
わ
が
国
さ
ら
に
は
世
界

の
発
展
に
貢
献
で
き
る
都
市
と
し
て
、
大
い
に
注
目

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
本
当
の
窓
昧
の
成
熱
し
た
魅
力

と
風
格
の
あ
る
都
市
に
発
展
さ
せ
る
の
は
、
ま
さ
に
、

こ
れ
か
ら
が
本
替
で
す
。

私
は
、
議
員
は
じ
め
市
民
皆
様
と
カ
を
合
わ
せ
、

二
十
一
世
紀
の
百
万
都
市
千
祭
の
纂
磁
固
め
を
や
り

遂
げ
る
と
と
が
、
ま
す
何
よ
り
大
切
と
の
認
識
を
い

た
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
市
議
会
に
お
き
ま
し
て
「
ち

ば
市
議
会
だ
よ
り
』
を
発
刊
さ
れ
、
市
民
と
の
絡
を

一
慮
深
め
ら
れ
ま
す
こ
と
、
誠
に
憲
義
深
く
存
じ
て

お
り
ま
す
。

と
れ
を
契
機
に
、
市
議
会
の
さ
ら
な
る
ご
発
展
を

お
祈
り
い
た
し
ま
し
て
、
お
祝
い
の
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

この市議会だよりは湾盆紙を使用しています.
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可
決
さ
れ
た
主
な
議
案

(
予
算
関
係
)

*
一
般
会
計
総
正
予
野

街
路
整
備
資
や
公
営
住
宅
建
設
問
見
な

ど
に
六
億
八
千
二
百
三
十
五
万
円
を
違

加
し
、

一
般
会
計
の
予
算
総
額
は
二
千

九
百
四
億
三
千
二
百
三
十
五
万
円
に
な

り
ま
し
た
。

琵
成
金
員

*
特
別
会
計
繍
正
予
釘

下
水
道
事
業
会
計
に
十
一
億
一
千
万

円
を
追
加
し
、
特
別
会
計
(
十
八
会
計
)

の
予
算
総
額
は
一
千
八
百
十
五
億
四
千

五
百
八
十
五
万
円
に
な
り
ま
し
た
。

品

H
成
全
員

(
条
例
関
係
)

*
千
…
き
巾
市
税
条
例
の

一
部
改
正

・

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
と
も
な
っ

て
、
宅
地
化
農
地
の
固
定
資
産
税
と
都

市
計
画
税
の
軽
減
な
ど
の
政
正
を
し
ま

す。

質
成
金
一
員

中
千
一
塁
忠
護
学
習
禽
説
会
議
案
例

の
制
定

生
涯
学
習
の
雄
途
施
策
な
ど
に
つ
い

て
、
重
要
な
事
が
ら
を
調
査
審
議
す
る

た
め
に
設
盟
国
し
ま
す
。

賛
成
全
員

*
千
一
夜
市
営
住
宅
等
設
選
管
寝
条
例
の

一
部
改
正

轟
町
第
一
団
地
建
替
理
事
業
の
施
行
に

と
も
な
い
、
条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま

す
。

賛
成
金
員

{
工
事
請
負
契
約
)

*
千
一来
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
(仮
称
)
市
役

所
前
駅
湾
総
選
路
新
築
工
事

千
葉
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
と
市
役
所
と

の
逮
絡
通
路
を
、
四
億
六
干
三
百
四
十

七
万
円
で
設
置
し
ま
す
。

質
成
金
口

・こ
仮
称
)
三
角
町
清
潟
工
場
工
滋
畑
山
続

築
工
事

花
見
川
区
三
角
町
に
清
婦
工
場
工
場

綴
を
、
六
十
五
億
九
百
六
十
万
円
で
建

設
し
ま
す
。

品H
成
多
H
N

*
(
仮
称
)
哲一
決一リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

新
築
工
事

家
庭
か
ら
収
集
し
た
ピ
ン
や
缶
、
四個

大
ご
み
な
ど
を
選
別
し
、
可
能
な
限
り

修
理
な
ど
を
し
て
再
生
す
る
た
め
の
飽

設
と
し
て
、
中
央
区
新
浜
町
に
リ
サ
イ

ク
ル
セ
ン
タ
ー
を
五
十
五
億
九
千
五
百

九
十
九
万
円
で
建
設
レ
ま
す
。

賛
成
会
員

て~，

委
員
会
審
査
か
ら

各
常
任
委
員
会
が
七
月
五
日
に
開
か

れ
、
付
託
さ
れ
た
議
案
十
八
件
に
つ
い

て
審
査
レ
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
陳
情

三
件
を
審
査
し
、
不
採
択
一
件
、
継
続

審
査
=
件
と
な
り
ま
し
た
。

総
務
委
員
会

(
所
管
H
総
務
局
、
企
画
調
整
局
、
財
政

局
な
ど
)

千
一
泉
市
市
税
条
例
の
一
部
政
正
な
ど
、

付
託
議
案
四
件
を
審
開
且
し
ま
し
た
。

民
生
教
育
委
員
会
I
l
l
i-
--

(
所
管
H
市
民
生
活
局
、
数
言
受
員
会
}

千
葉
市
生
涯
学
習
審
議
会
設
置
条
例

の
制
定
な
と
、
付
託
控
訴
案
-
一
件
‘
陳
情

二
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

V
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
児
の
出
掛
病
見
舞
金

制
度
実
施
を
求
め
る
陳
情
{
不
係
択
}

環
境
消
防
委
員
会
I
l
li
-
--

(
所
管
H
環
箆
衛
生
局
、
濃
掃
局
、
消
防

局
、
水
道
局
)

(
仮
称
)
三
角
町
清
織
工
場
工
場
線
新

築
工
事
請
負
契
約
な
ど
、
付
託
議
案
五

件
、
陳
情
一
件
を
審
奮
し
ま
し
た
。

経
済
建
設
委
員
会
I
ll
i
-
--

(
所
管
H
経
済
農
政
局
、
建
設
局
な
ど
)

千
葉
市
営
住
宅
等
設
雷
管
理
条
例
の

一
部
政
正
な
ど
、
付
託
議
案
穴
件
を
審

査
し
ま
し
た
。

都
市
下
水
委
員
会
l
l
1
1
1
1

・

(
所
管
H
都
市
局
、
下
水
道
局
)

平
成
五
年
度
千
葉
市
下
水
道
事
業
会

計
繍
正
予
算
な
ど
、
付
託
議
案
三
件
を

密
遣
し
ま
し
た
。

市
議
会
の
会
議
に
は
、
定
期
的
に
聞

か
れ
る
定
例
会
と
必
婆
に
応
じ
て
閃
か

れ
る
臨
時
会
と
が
あ
り
、
い
す
れ
も
市

長
が
招
集
し
ま
す
。

定
例
会
は
、
地
方
向
戸
治
法
に
よ
り
年

四
回
以
内
開
く
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、

千
葉
市
で
は
条
例
に
よ
り
年
四
回
(
通

常
は
二
月

・
六
月
・
九
月

・
十
二
月
)

開
催
し
て
い
ま
す
。
二
月
の
定
例
会
で

は
予
算
案
を
、
九
月
の
定
例
会
で
は
決

算
案
を
審
議
し
て
い
ま
す
。

ー
般

質

問

市
政
に
関
す
る

一
般
質
問
が
、
七
月

七
・
八
日
の
二
日
間
、
四
名
の
議
員
に

よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
主
な
質
問
項
目

は
次
の
と
お
り
で
す
。

-
市
長
の
抱
負
経
織
に
つ
い
て

・
障
害
者
一
福
祉
に
つ
い
て

-
民
生
蚤
員
制
度
に
つ
い
て

-
教
育
委
員
会
に
高
等
諜
の
設
鐙
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て

・
公
民
館
図
書
室
と
千
葉
市
図
密
館
総

計
画
に
つ
い
て

-
夜
間
出
蔓
本
法
に
つ
い
て

-
ご
み
の
減
量
・
資
源
化
に
つ
い
て

・
ダ
ス
ト
ボ
ッ
ク
ス
に
つ
い
て

之
れ
に
対
し
、
臨
時
会
は
、
定
例
会

で
は
簡
に
合
わ
な
い
場
合
で
、
議
会
の

議
決
が
必
要
と
な
る
と
き
に
開
く
会
議

で
す
。
鐙
近
で
は
、
本
年
一
月
に
続
時

会
が
招
集
さ
れ
、
(
仮
称
)
三
角
町
湾
帰

工
場
工
窃
棟
新
築
杭
打
工
事
な
ど
三
件

の
議
案
を
審
議
し
ま
し
た
。

r園「
傍
聴
の

案
内

本
会
議
は
原
則
と
し
て
公
開
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
ど
な
た
ぞ
も
傍
隠
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

傍
聴
席
は
現
在
九
十
一
一
席
用
意
し
て

あ
り
ま
す
。
あ
な
た
も
本
会
議
そ
傍
隠

レ
て
み
ま
せ
ん
か
。

傍
聴
さ
れ
る
方
は
、
本
会
議
の
当
日
、

議
事
堂
棟

一
階
の
受
付
で
手
続
き
を
行

っ
て
か
ら
、
入
場
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
平
成
五
年
第
三
固
定
例
会
は

九
月
三
白
か
ら
閉
会
す
る
予
定
で
す
。

圃

圏

直

司

直

。
発
行
委
員
会
か
ら
H

A

フ
ま
で
「
ち
ぱ
市
政
だ
よ
り
』
に
錫

鈍
し
て
い
ま
し
た
市
議
会
の
活
動
状
況

を
、
と
の
た
び
議
会
独
自
の
広
報
紙
と

い
う
形
で
、
皆
回
線
に
お
知
ら
せ
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

発
刊
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
昨
年
六

月
に
松
戸
敏
雄
前
議
長
の
も
と
、
議
会

内
に
六
名
の
議
員
か
ら
構
成
さ
れ
る
準

備
委
員
会
を
設
け
、
市
議
会
報
の
発
行

に
つ
い
て
種
々
倹
討
を
重
ね
て
ま
い
り

ま
し
た
。

名
称
は
「
ち
ぱ
市
議
会
だ
よ
り
」
と

決
ま
り
‘
発
行
の
準
備
が
着
々
と
墾
う

な
か
、
本
年
五
月
に
は
発
刊
の
た
め
の

俄
関
で
あ
る
「
ち
ば
市
議
会
だ
よ
り
」

発
行
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

今
後
、
発
行
委
員
会
で
は
、
年
四
回

開
催
(
-
一
月
・
六
月
・
九
月
・
十
三
月

予
定
)
さ
れ
ま
す
定
例
会
を
は
じ
め
、

臨
時
会
そ
の
ほ
か
干
葉
市
議
会
の
活
動

状
況
な
ど
を
、
各
定
例
会
終
了
後
な
る

べ
く
早
く
、
お
知
ら
せ
し
よ
う
と
怒
っ

て
お
り
ま
す
。

委
員
一
問
、
更
に
研
さ
ん
を
担
恨
み
、

市
民
の
皆
様
に
殺
し
ま
れ
、
末
永
く
と

愛
帥
説
い
た
だ
け
る
市
議
会
報
の
発
行
に

向
け
て
、
充
実
し
た
内
容
の
紙
面
，つ
く

り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

会
回
は
、
創
刊
号
と
い
う
こ
と
で
、

議
員
の
紹
介
を
中
心
に
縞
相
繰
合
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
こ
の
『
ち
ぱ
市
議

会
だ
よ
り
』
を
お
読
み
に
な
り
ま
レ
て

の
ご
感
想
、
ご
意
見
な
ど
を
、
お
聞
か

せ
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
に
存
じ
ま
す
。 園

『
ぢ
ぱ
市
議
会
だ
よ
り
」
発
行
委
興
会

委

員

長

萩

田

章

副
委
員
長
大
胡
由
輿
克

委

員

竹

内

悦

子

千

案

竹
内
正
巳
立
石

通
信子

連
絡
先
議
会
事
務
局
調
査
課

金
二
四
五
・
五
四
七
二

••• 次
円
ち
ご
っ
は
市
議
会
ど
よ
り
肋
2
い

で
は
、
第
三
回
定
仇
会
の
ほ
子
を
お
刈

ら
せ
い
た
し
ま
す
。
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